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測データ通信システムの開発
Development of the Automatic Meteorolog■Cal

Data Acquisition SYStem

地域1ミ教組洲データ適イ,iシステムは,日本仝凹の乞も範デ】タを迅油,且つ正石糾二

組州L,一州りのいっそうク〕迅速化,_j‾[確化を卜茎lるため,令匡1の乞く糾Ⅰミ◆平に視測デー

タを批†.卜す-るオンライン システムである｡本システムではi榔f呈二,凪｢仙風也 乞もiJ･･し放

び日照日割川の4安射二ついて､全国的1,300仙叶の観測∴-J二から知略データを収黙し,

1t駁1-i■一帯に恥†∴Lている｡)封三配†.言を実時1～1け行なうこと,20分以内で行なうこと,

24昨州の終日逆転であることなどがシステムに課せられた条件であり,そのため実

帖州別も机1一三て-注文Jli九 端末のノ.に源制御などに巧▲応を払っている｡

u 緒 言

我が拝lは=拝から梅雨ご乍の範｢卜占か1ミラ,秋季のf?凧など,['1然

がもたらす多くの災`.i子に見舞われることが多く,1i取組測に

ついての屯紫作が認.吉子ikきれてきたが,般近の各純技術の○､連

な進歩に伴い,二の分野での1t敏組洲卜刊二王のいっそうの充プ三

が7･r能となってきた｡)

このような背景のもとに,ニのたび田l勺のち解な;も範+け消ぇ

の収り三を目的とLて､地域ちt範観測データi_出イ.言システムが偶

ヲ邑された(- このシステムは,従木の下割による観測をi′t動化

し,更に北は北海近から,南は沖縄に乍るまで,全円約1,300

仲川川】祁1152年性)の観札･∴(から,1時l呈1jおきに1毛範データを

収駐L,芥他の1も範子iなど与(範′打摂に批イ∴するシステムであ

る｡本システムは,【l朋口49年6月から 一一肌試行迩虹に人り,

10J二J末から本道転を開始している｡ナショナル プロジェクト

の一端■主として娃設された地j或乞も教組州データ旭†亡iシステムは,

収-リ三する帖報の:吉lと,官てJr)向から世界一を誇ることができる｡

本柑は,このシステムの射り卜を行ない､疋にこのシステム

柑イJ-の1王ぎj凰･烹について,主にソフトウェアの方式而でのキ般

点をrトL､に】抑サJする｡

臣l 本システムの機能

2.1 システム開発の背景

昨今の社会馬ij菟の急激な=変化は.十i7幸良化時代という‾≡了柴に

代表されるように乞く敏観測の利川耐をも拡大L,_1‾1つ放辿な

l■l■j渦川文一災放び公表の必要竹三を生じさせた｡そのため,このシ
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ステムは多目的,j-_l.つで沖洲(Jに利用し柑る観測網の空釧‡iり女び

統でナによって社会の紫望に対応するととい二,続ヲ邑する災`.i;二

の仙+ヒ,あるいは∴j二洲を行なしゝ子しきる地壬或ちi範観測プm埋.i.貨の一一

環として.汁巾されたが,その上な目的は次の終耳主に一艇約きれる｡

(1)災`iii二をもたらす与半端1も範(築-11ノ三三雨,寒冷1i∴ 舟帆など)

は,J.J地的且つ知命な場イナが多く,そのため,鋭敏と規快に

川応した塩り空の観測網/之び常時伝:こ視と十l掴まの速報ができる機

能を仰せもつこと｡

(2)大1t--jニ報はその確-ヰ帥J性桁_L 一腔発表した十報を地域

の人恨推移とにらみ†ナわせ,その諾と差を知るとともに,必安

な佗止を加え得るデータの提供及び即時怖が必J安なこと｡

(3)l;ガ災,地域間ヲ邑などにより左(毅怖報に1対する引二全的1お安

に対処するため,帖幸昆の⇒窯イ脚ガこ允放び百石利用が回れること｡

(4)1t範怖報は必要にんむじてl旭帖に人一千し利川することがで

き､また目的別処理を可能とすることにより,観測網の1捌rfi

が行ない柑ること｡

2.2 システムの業務内容

表1はシステムの某稚l勺?羊について示すものである｡

2.3 システムに課せられた条件

二のシステムは,1t範というl_Tl然一呪範を処仲村範とするた

め,社会ニ仁清にノ女ぼす七を与学巨と‾六什は械めて婦人となる【〕その

ため,(1)デMタの的確性とイ.‾言枇作はもちろん,(2)輿瑞1ミ範に

対する柔軟な迩肝件,(3)別々と変化する乞も敏椚報の迅速な把

肘を`iiT能とすることは必壬fiの条什となる｡また,(4);仔水,沌

表l 本システムの業務内容 業務内容をオンライン,オフラインに分けて示す｡

業 務 業 務 内 容

オ

ン

ラ

定時集信業務
毎正時になると全観測所に対L,自動的に気象情報の集信を行なうものであり,集信する情報は降水量,風向風速,気温及び

日照時間である｡

集信Lた情報を異常報,定時幸乱地方降水量実況図,全国降水量実況図などに編集し配信する｡また配信サイクルの変更もで
定時配信業務

イ

ン

業

務

きる｡

随時照会,過去照会,府県実況図照会及び地方日降水量表照会などがある｡

観測した降水量.積雪値をテ"タ宅内装置から入力L,関連官署へ出力する｡

照会業務

雨雪通報業務

日報/旬報配信業務 オフライン処‡里された各種の日/旬報をオンライン配信する｡

デーリファイルの作成と累積,日報/旬報ノ/月報/年報の作成などの処王里を行なう｡オフライン業務

*
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氾あるいは右ミ庄などの観測要素が印加するときの拡肘づ三,(5)

集仁iした情報が有意であるための時‖抑J制約として,20分以

内に定時集配イ三処理が1ヒ了すること､(6)システムの終日逆転

を実現すること,更に(7)電話形公衆過イ‾i紬J舶と(以下,坤に公衆

旭仁回線と略す)利用による全回ネットワークをサポートする

ことなどが､主な建設条件であった｡

田 システムの構成

3.1 ハードウェアの構成とその特色

ハートウェアの構成を大別するとセンタ内設備,公衆通イi‡

回線/端末設備及び特定通信回線/端末設備に分けられる｡

有線ロボット

気象計

自記雨量計

無謡ソトt

データ 符号
感部一変舶置

送信器

感部■トタ
付ち

変操装置 送信器

≡≡±データ付ち

感､部∫変舶直

送鯛
‡運後

公衆通信回線端末設備

公衆通仁回線側設備は気象情報の収集に他用され,特定油

仁Ⅰ司線側設備は処理後の気象情報の配イ言及び照会などの処理

に他用されるが,その梢成概念は図1に示すとおりである｡

3.l.1 センタ内ハードウェアの構成

センタ内のハ】ドゥェアはJ4035を中心に構成され,図2

にホすとおりである｡

3.1,2 端末の構成

(1)符号送イ‾i謂畏

符号送一言器は克之寄りの電話交換機から送られてくる呼出信

号によって始動され,データ変換装置に蓄積されている観測

データを順次取り出し,センタへ送出するための装置である｡

｢三志ニニ‾‾1
予報中枢官署,気象庁本庁なと

.皇丁∨
∧
棚

こ一子二子ヨ
¶----‾‾---- 【

-‾----◆←センタ設備-----rH----1寺定通信回線端末設備----◆

図】オンライン系ハードウェア設備の概要 集信系の設備をセンタの左側に,配信系の設備を右側に示している｡
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形 式 装 置 名 形 式 装 置 名

+4035 CPU 情報処理装置 DT-24B CCU 回線制御装置

MF回線バッファ装置

+4602 MTC 磁気テープ制御装置 DT-24A CCU

+4313 MTU 磁気テープ装置 DT-24A MFB〕

+4620 DPC 磁気ディスクパック制御装置DT-24日 MFL〕 MF回線接続装置

+4341 DPU 磁気ディスクパック装置 DT-24A MFTRB MF送受信器用架

+4710 TYPC タイ70ライタ制御装置 DT-75A ACE 自動呼出装置

+4410 TYP タイプライタ装置 DT-75A CDK 自動呼出装置用回線監視装置

+4400 +P 印刷装置 DT-24B JUA 回線接続装置

+4451 CR 紙カード読取装置 DT-24B CBU 共通制御バッファ装置

+4813 S〕P 監視装置 DT-24A L〕C 回線接続装置

+4800 SWU 切換装置 ;Dト21BG-MOD集合変復調装置
+4812 +-SUP 回線接続装置 l

〉

+4400+P

+4451CR

ユOT仰YPJ

T

図2 センタ内のハードウェア構成図 +4035(H-8350)を中心とLたデュー7bレックス方式を採用Lている｡
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(2)デ【タ宅内装置

データ宅内装置(DT-1211→DT【221)は,各地の気象官署に

設置され,与t象情報の受信及び村会などの業務にイが日きれる｡

3.1.3 ハードウェア構成上の特色

(1)重要装置の二重化

センタ設備,回線及び端末設イ削ま高イ‾[言中州生の装;琵を他用し,

障害又はオペレータ誤操作によるシステムの機能停止が械力

先生しないよう各装置にわたって--ト分な甥一般を払っている｡

そのため,情報処理装置はデュープレックス方式とL,磁気デ

ィスク装置､磁妄くテープ装置,岨税制御装置放びデータ宅内

装吊などは必ず予備をもった柿成としている｡

(2)公一衆通イ言何棟の他用

全国的1,300イ抑叶(昭和52年性)に艇開された観測所から,

1t敏情報を集信するハードウェアとして公衆通イ‾-_紬1線を他用

している｡公衆適イ吉凶線は全国にJムく分布Lていること,従

_王iを珊J料金制度を採用していること及び比較的狭;許】或のトニ送打
件であることから,ニのシステムに過したものといえる｡二

の公‾衆通イ‾i一納1線の仙月引二当たって,ニのシステムでは,セン

タ内のハードウェアとして各和の装吊を新規に開発したが,

そグ)概要は表2にまとめてホすとおりであるし)

自動呼出装置の開発に当たっては,センタから端末をポー

リングする方式を才采開していることから,発イ言呼‾妄違が非常に

多い,他のシステムにも使用できるよう汁L用件をもたせるこ

とに留意して,次の各ノ.t､くを設計条件にした｡

(1)拉大+収容回線数

(2)回線の増設単位

(3)回線の制御方法

8Ld練

2回線

発 イ㌶:押Lボタンダイヤ′レ方式

着 仁子:呼,L-l-りi一言号検出方式

そグ)他:DT,8T一汗の検出が11r能

(4)機 昔話 梢 成 発着イ言トランクと日動呼才一11ユニット間

を屯結にし,高発†てて咋毒主に対処した｡

地域気象観測データ通信システムの開発 745

(5)インタフェース Comit呑 ConsultatifInternational

des T色Ⅰ呑graphique et T色1呑pbonique

(C.C.Ⅰ.T.T)V24,V25に準拠

(6)所 要 電i原 商用電音憤(AClOOV,50/60Hz)｡+

(7)装置の大き さ 高さ(1,300mrn,帖660mm,惇二さ450mm)(1

また,MF送受イ‾;一言器用架には,端末からのMFイ言号を′受イ‾i_言

する′受イて;器と,端末に向けてMF信号を送出する送†‾i喜一器が搭

賊されるが,二上な設計条件は,次のとおりである｡

(1)拉大収容｢自ほ駁数

(2)イi_‡甘 構 成

(3)インタフェース

(4)送′乏仁子器特性

(5)所 要`.電 さ原

(6)架 の 人 き さ

8回線

送仁言:3×4MFイう二言号

′受信:4×4MFイ‾i‾ぎ‾‾ぢ･

対情報処手堅装置:＋12V,-12V

送信者詮:送出レベル

送出信一号長

′乏七三器:J鼓動レベル

ガ､叩ド時間

-8±2.5dBm/波

200±20ms

-5～-47dBm/波
35ms

DC-48V,AC200V

高さ1,575皿m,幅627mm,厚さ630皿m

3.2 オンライン ソフトウェアの構成及び特色

このシステムは,オンラインでのデータの集西己仁,月て号会な

どの処男与をするオンライン プログラムと,オンラインで収一災

したデータをJ.!主に各仲統主汁資料を作成するオフライン プログ

ラムとで構成されるが,以【F,主にオンライン プログラムに

ついてi況明する｡

3.2.1 オンライン ソフトウェアの構成

オンライン ソフトウエアの構成は,図3に示すとょ-iりである｡

3.2.2 オンライン ソフトウェアの特色

(1)公一衆辿イ‾こて回線のサポート

ハⅦドゥェアの項で記述Lた公衆過信回線に対する自重帥平

出しを含む公衆通イ‾こざ回線をサポートする｡

(2)峠系列処理に関するスケジューリング

表2 新規開発装置と機能 このシステムでは,公衆通信回線の制御を行なうための各種装置を新規開

発Lた｡

形 式 装 置 名 機 能

DT-75形A

ACE

自動呼出装置 公衆通イ言回線8回線分の制御に必要な横能をもち,次の動作を行なう｡

(=発信時

公衆通イ言【司線を始動L,押しボタンダイヤル信号によって相手重器末を呼び出L,その応答を確言忍L,

通信路を閉結する｡

(2)着信時

公衆通信回線から送られてくる呼出信号を検出Lて応答L,通信路を閉結する｡

(3)通信終了時

公衆通信回線を解放する｡

自動呼出装置16台分=28回線分)の監視,試験を行なうための装置である｡DT-75形A

CDK

自動呼出装置用回線監視装置

DT-24形A

MFTRB

MF送受信器用架 =)回線からの4×4MF信号を復調Lて各周ラ度数に対応する信号を並列に送出する｡

イ2)情報処‡里装置からの制御信号により3×4MF†言号の送出及び送受の切換をする｡

DT-24形B

MFLU

MF回線接続装置 (り ACE,MFTRB及びMFBUの間に位置する｡

l(2)回線接続制御情報を一時的に保持し.送受信信号及び回線接続状態信号のレベル変換をする｡
l

DT-24形A IMF回練バッファ装置
L(り 共通制御式並列バッファである｡

MFBU (2)番号情報及びMFデータを直列/並列の相互変換をする｡
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図3 オンライン ソフトウェアの構成

構成と機能関連を示す｡

‡

フ
ァ
イ
ル
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

◆

オンライン ソフトウェアの

築仁i,配イi∴ 鞘会など各時‖小許での処理内谷を,時刻ある

いは暗Ii削二より日動スケジューリングを行なっている｡

(3)上之電文州力

帳票,実況図などの一良1電文出力に旧し,子女数仁ミ送ブロック

の一一括‾il‡二込ふ及び-･拝読出しを行ない,処王珪婚巨力を向上させ

ている｡

u プログラム設計上の考慮点

2.3で本システムに課せられた粂什(与一件)を幾つか挙げた

が,ニこではそれらの条件をシステムの中で実一呪するために,

i没.汁㍉L巧▲慰した点を_∴ ∴収り上げて説明する｡

二のシステムは他のいわレDるオンラインのシステムに比較

して興なる点が多いが,特に以下の2点が特徴的である｡

すなわち,ひとつには特別あるいは峠川によるコントロ【

ルを行なう必要があることである｡またもうひとつは,要求

されるシステムの処理能力からし､えば,+拉繁時のトランザク

ションが決められたレスポンス タイムの中で処理できるかと

いうよりも,むLろ集配一戸言が20分以内に完了することが力主人

のポイントになっていることである｡以▲卜,これらの点につ

いてもう少し詳しく湖明する｡

4.1時間による制御方式

このシステムは子が寺=時00分になると,自動的に公衆過仁i

h+線を仕って全回の観測所から二役新の観測データを集†諾しは

じめ,集信が完一丁するとただちにデータの粗菓を行なった後,

ピ妃イi=iを行なう｡このため,プログラムで常に時刻を監視して

いる必要がある｡時刻は監視装置_Lに付いている時計を利用

しているが,時計が故障になった場合に備えて∴荘‾r計算機内

部の経時時計機構から時刻を生成できるように設計してある｡

時刻による制御は,正′訂ケースについては特に困雉な点は

ないが,例外的なケースが粍めて多く,それらがいずれも凶

雉な問題を含んでし､る｡以1こ,幾つかのケースを挙げてi光明

する｡

24

/時 J十1時

0分 20分 50分 0分

+---rT-/

集配信時間帯 照会時間帯

図4 I時間のタイム スケジュール

て,処王里のスケジューリングを行なっている｡

＼}
準備時間帯

l時間を三つの時間帯に分け

(1)時計は梅めて止碓なものを性川してし､るが,ノさ;‡にil二しい

という化さ並はなし､｡

従って,時.汁が進んだり,jはれたりしたときのことを々＼収

Lておく必要がある｡すなわち､軋イiiか終わらないうちに訪こ

の一災イ∴を糊始する特別になったり,-リ三イ一言が終わらないうちに

次の当主イ∴を開始する時刻になったりしたときのことをぢ･えて

おくことである｡ニうLたケMスは枚めて多くの場ナナが巧･え

られる.｡

(2)なんらかの牧【勾でシステム ダウンが生じたときに,仰視

輸する帖‖耶il=によっては,処理が輿なる｡すなわち,一架イ‾.抑‡

川をJ担ぎて配イ一言時川借,あるいは州会峠l=H詩にjヰ糊始をした

場介,丈はl埠二ii手回子如二時川がかかり,ある時川の胡三軋イiさが仝

くできなかった域でトなど様々なケースが巧･えられる｡

以_卜のような蝕めて多くのケースをこのシステムでは,Li貨

.汁時に徹咤的に洗い出し,できるだけ-･-ノ亡的に竹理できるよ

うl災られたいくつかのプログラムだけで,これらの例外的な

ケースに対処できるようにした｡

4,2 24時間運転のために考慮した点

24時l言り逆転であることから巧▲撤した点は,以■卜のようなも

のがある｡

(1)イ.吉和州三向上を凶るための巧一艦ノ∴･二

(a) ファイルの_二幸化

二のシステムのファイルは,如時雄イ.一言したデータを1日

分磁1ミディスクに残しておくものであるが､これを∴_前化

Lてjiり,鞘三′プチによI)`-iりのディスクが他用できない場合に

もシステム ダウンが生じないよう配収している｡吐工に,l符

二j手のJ射月が除一上され後,再びオンライン状態にするために,

オンライン中にコピーする機能をもっている｡

(b)子イ肘l]線の仙糊

特;正過イi一言回線について【可線対わし部が節11子になったときに

は,24時間運転であることから修復が難しいため,共通予

備の回線対ん仁部を使い,該当回線を接続し長時間にわたる

特定の官署へのデータの未配を避けている｡

(C) 日動う宣i憤制御

データニも内装盲引ま月てi会を除けば,1時1日=こ1回だけ配仁i

するときに1電i偵が･投入されればよいため,円己仁開始時にプ

ログラムの指ホで電さ憶を投人し,配イi_言を完了したら電i憶を

切断するように設計してある｡

(2)オンライン機着岸のセリ検えに関する甥･麻点

オンラインで他用する機器を定期的に切り換える必要があ

るが,このシステムでは敏速に切り換える手f貨として計画イ亭

止,計画開始という巧▲え方を導人した｡この才一え方は,停止

する以前のオンラインでもっている必要な情報を,1孝吉回復

70ログラムを仕わずに計r耐詞始する時点で引き継ぐものであ

り,これにより極めて乍加寺川でシステムの切換えを可能とし

ている｡



(3)そ の他

砧[【の統計処月皇をオフラインで行なうため､241馴11♂)り三

胤イi子処雌カヾノノこ了すると,ジャーナル テ【プに獅巾の怖糾を収

柑Lて,ジャーーナル テープの女枚を行なうしJ界処児,オンラ

イン小グ)観仙叶の休+Lて菜溝走,解除の機能姥び観仙叶のノ･‾に■i■千番

サの坐如などの機能がある(+

4.3 集信での回線選択方式

付与立の観抑叶からデpタを築†iけるときの一川如ま,以‾卜♂)

とおりである-)

(1)観i=り何の瓜i.1番号をソニモいている[lJJ拙を仙って【'1劫咋州装

掛二糖すと,指定された観仙叶に刈■Lて発ぃが行なわれる〇

(2)桜紙完了すると,口卿平山装i#から接紆′い′が旭知される‥

(3)接続′ノこJ′Lた仁J､ENQ番号を送山し､データのノ乏†∴を

待つ｡端人側では,ENQ番号の岬†㌻を行ない, ▲致Lてい

ればデータを送出する｡

芯打番リーを送出するとき,女授慌に対して仙一ノたf‾l荷をか

けないようにするため,l設立きれた条什は次のようなもので

ある｡

(1)ll二柵宇にヲ芭イ.言してよい1r畑土は､接続される如負機1Tこ丁につ

き1州絶とするし,

(2)川-･グルrプ(いぃ如灸機に接続される川拙肝を,グ′レ

ープと叶ぶ)の･いで,あるい畑土を仕ってヲ己†∴要求をした綾,

別の州拙を仕ってヲ邑什う1るまで,ある矧ぎり(Tl秒)を必安と

する｡

(3)ある【rり線を仙川してデータの肘Jを什乙■′ノた乱 その州

税を仕上l一言できるようにするまで,ある帖川(T2秒)を必態と

するし)

上り捕1j呈紺こ‾方J℃は,図5にホすとおりである′｢すなわち,

心②:集信情報テーブルから観測所番号と電話番号を取り出す0

③:グループ管理テーブルで,前に発信した後,Tl秒経過Lてい

るグループを探し出す｡

喀)(9:そのグループの中に含まれる回線番号を探L出す臼

⑥⑦:含まれている回線の中から便用できる回線で,しかも切断後

r2秒以上経過Lている回線を選んで電話番号を送出する｡

4.4 配信での長電文出力方式

前述したように､ニのシステムでは,災軋イ∴を20分以lノ+に

終了させる必繋があることかノブ,様々な棉i汁を行なったr､

観測所 電 話 ENロ その他の

番 号 番 号 番号 情 韓

(1)

ビ

地域気象観測データ通信システムの開発 747

1勺止イi仙川jをfノミめる安某にほ,以‾卜のものがある｡すなわち,

lrl偶のスピード(このシステムでは,200ビ､ソト/秒,1,200

ソト/秒の2不巾糊がある..)

(2)【1巧止イー.けるデータの1主さ(ニグ)システムでは,数ノJl二になる

メッセーーンも7jイ】三するい)

(3)川根の仙川効率(メlソセ【ジを送イ.言する-ii仙に分1刊する

が,1ブロック送イ∴した後,次のブロックを送イ.けるまでに

時州がかかれば,それだけ仙糊効率が‾卜がることになる･･)

これノブの饗其のうち,(1)(2)はi火左してしま一ノた後は粂什と

Lて一与一えられたものとなり､いかに州拙の仙川効率を_卜げる

かだけが,検討課i坦となる｡こ叫川越を逆のこ†いノナをすれば,

ブロlソクの送イi言が1こ了した帖点で,次のブロックをどのよう

にして,できるだけ他姓に収り州して送イiiできるかというこ

とであるし､

こ♂川り超を†昨i火するために,

‾方J℃を抹川した(図6参糊)..

(1)う去イ∴メッセーンの磁1ミディ

ブロック/レコrドの什ラにLて,

(イ吋ブロックにするかはメモリ,

-リ土変‾むになるlり頂ヒ怖があるため,

イニシステムでは以‾卜のような

スク_卜の待†ナせエリアを似放

流Jl-1しLり1放のi成少を【ソトンた

能力のtfIiなどかノブの検.けの郁子

7jj■ノ変にできるよう配収Lた..)

(2)次に送什弓‾べきブロックは磁1七千､ィスクから先.iノ己レみして

おき､机ク〕ブロックのj=拉イ.子が′jこ了した一丁以､くで､ディスクを沈

むことによるj拉れがないようにした｡

匹】 結 吉

山卜,二のシステムの封1介と.i貨.汁卜の巧‾収ノ小二ついて粍つ

か11★り 卜げて述べてきたが,ニのシステムは日榊口49咋101J末

かJ〕様刺を開始し､Il糾し150一句二かいま規れのトトi‾圭一とに】対する一ト■7剰え

にJ川えて､岨1rl+帆也1七山,r_川柵川Jの芥安茹の観i州がIii+始

されるj二1上であり,52fト比重でには視札-∴I二がく巾け勺1,300仙叶

まで拡演三される一子にである｡

二のシステムのメユノフいが,身近かで_lI_つ圭だ卜分ノ光めノミ1く

されているとはiい､にくい分町であるところかご〕,将九 機

能叫け加あるいはシステムグ)柑リ1主などが卜分Jニ愁されるが,

それ⊥IJは今綾の稼動某紙 イ】▲効作などの山からのイ如寸に号､1≡た

ぎるを村ない｡Lかし,いずれにLても,1(敏†朋!之がコンピ

ュータのナで,このように他姓【1▲つ一一ノ亡仙に収リミできるよう

グループに含まれる 発信捜 その他の 回

回 線 番 号 秒 数 情 報 蕃

4
･･3

1

1(グループ働分もっている)

乏＼､ 4
･･3

1 1

:(観附加っている) と(グル‾7
芦

1

2
1

≡ ∃

図5 集信時の回線選択方式 集信時,発信するための回線を選ぷ方式を示す｢

( (
繰 回 線 切断後

ち 状 態 秒 敷

こ.5.､･ くニ6て (､ヲ＼～

(回線数分もっている)

その他の

情 報

25
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(端末)
甘

(記憶装置)

メッセージ送出エリア

(磁気ディスク)

留惣一摂
8

了
メッセージ読込エリア

〔 一ヽ----､

①

凝

図6 長電文出力の方法 配信時･回線をできるだけ効率よく使用するために本方式を採用Lた｡

にろ■ったことは,今後の気毅観測上に大きな力を発揮するも

のと矧得できよう｡

終わりに,ニのシステムの開発に当たって終始御指導,御

協力をいただいた関係各位に対し深く謝意を表わす次第であ

る.｡

､∴=抄う
文論
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注:④.⑥のブロックは,既に端
末に送信されており,⑧のブ
ロックの送信が終了した後の,
動作順序を示Lている｡すな
わち.0)はメッセージ送出エ
リアに,次に送信すべきブロッ

クである④を移す｡②で,(¢
のブロックを送信し,同時に
メッセージ読込エリアが空に

なったので,③でディスクか
ら次のブロックである④,凧
①を読み込むことにより,@の
送信が完了する時点では軌二
読込みが完了しているように
する｡

｢地域気象観測データ通信システムの概要+施設

(2)池川,樋口ほか｢オンライン･データ通信サービス用CA20

形綱制御装置+日立評論 55,10(昭48-10)

気象衛星画像からの風ベクトル

演算アルゴリズム
日立製作所 山本眞司･相同誠治,他4名

情報処理

椚柑52叶二に始まる世糾ⅠてJま一地球大1川臼発

.汁伸=二より打ち上げられる織ら三は,地球全
体の佗を可視性の域†ナ,約15,000×15,000

･の絵素に分解Lて約30分に1校の1判子†で地
上にユ去イ‾.言する.｡この傾から子ミ与られる雲の時

l‖J的変助から,地球全体における風ベクトル

詐汁けることは弔要な諜題である｡

従火の1(範梅花の仲條を朴､た風解析の

千ざムは, した2校の雲両傾を

円いて,(1)あらかじめちEめた神城において

この2匝j像F壬りの芸格勅二旨を求める領域マッ

チング法と,(2はず風解析の肘鞋となる雲

パターンを抽汁=ノ,二の雲の柁動員を上記

2枚の耐負からj穴める雲マL･ノナング法に分

けられる｡.

二の論文は,雲を上√l動的に紬J†ける雲マ

リナング法の一つであるが,二れに予測法

を採り人れて凪ベクトル精度を大rtJ釦二向上

させた.=･〕二の子椰去とは,時ド耶一っに連続し

た3校以上の耐象を川い,第1(Pl)と第2

15¶l,10(昭49-1)

(P2トの画條から求めた凪ベクトル

とLて叩い,節2と節3(P3)の痢條から椚

辣なべクトルを計算する石臼さである｡処件

のプロセては,(1)計筒対象となる雲の自動

抽比(2)胤ベクトル予測値の凱臼,(3)予測

佃を用いて風ベクトルを精密決定の3ア､チ

ップから成る｡以‾卜＼L記各項についてi紀
U月する｡

(1)芸の自助摘出

P一の渡性分布から‾1つのしきし､値を定め.

二巾しきい伯法によって(a)微小な雲,(b)巨

大雲の辺緑,(C)巨大雲内部の明暗変化の激

Lい部分を候補領域として抽｢Hする｡その

中から更に特定個所を乱数発生により求め,

二の止を雲柚上-11点と定める｡

(2)予測値の針†1

画條P.を小領域に分1糾し.各小領城内で,

対象とする雲を_L記の方法で抽Hける｡そ

の畑山;与を中心とする 一1王領城(和関領楓
二二では64×64絵素)と,二れに対応する

26

P2Cり柿間領域を切り出して,二れらのIHJで

利憫計算を行か､雲の柏劫量を尉上_1Lた｡

二の伯を次の計尉二おける予測値とする｡

(3)精密決定

_L記予測値を用し-てP2,P3の画傾閃で精
密な雲格勅量を求める｡すなわち,P2の切

り出し位講の中心はPlの柚J-[i一キからPl-R

閃の芸格動呈だけ移動させた位置にとり,

P3では更に子iHIJ値だけ格勤させた位置にと

る｡二れらP2,P3例の柑閏をとることによ

り子測低からのずれ量がラ拝まり､二れを補

正Lて精度の良い風ベクトル値をゞ人定する｡

九打用技術衛星ATS-Ⅰで撮影した雲写真

を仕って実験したところ,上記の方法は従

来の領域マッチング法,及び雲マッチング

法に対して約2倍の精度向上が達成された｡

例えば,風向･風速値の計算許容誤差を20

%以内とすると,この■方法で計算された風

ベクトルのうち86%が正しい値を示すこと

が明らかになった｡




